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は
じ
め
に
─
百
五
十
年
を
迎
え
た
各
大
学
─

近
年
、
国
公
立
・
私
立
を
問
わ
ず
、
幕
末
か
ら
明
治
一
〇
年
代
に
か
け
て
創
立
し
た
高
等
教
育
機
関
に
お
い
て
、
学
校
沿
革
史
の
一
環

と
し
て
「
百
五
十
年
史
」
の
刊
行
、
も
し
く
は
刊
行
準
備
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
取
り
上
げ
る
二
〇
二
二
年
三
月
に
早
稲
田
大
学
出

版
部
か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史　

第
一
巻
』（
以
後
、『
百
五
十
年
史
』
と
略
）
も
そ
の
一
つ
で
あ
り
、
そ
の
ほ
か
に
も

慶
應
義
塾
大
学
、
東
京
学
芸
大
学
、
立
正
大
学
、
青
山
学
院
大
学
、
立
教
大
学
、
花
園
大
学
な
ど
が
、
通
史
、
資
料
集
、
写
真
集
な
ど
形

態
は
様
々
で
あ
る
が
、「
百
五
十
年
史
」
を
刊
行
し
て
い
る
。

ま
た
、
二
〇
二
三
年
一
月
に
は
、
青
山
学
院
大
学
教
授
の
小
林
和
幸
氏
の
編
著
に
よ
る
『
東
京
10
大
学
の
１
５
０
年
史
』
が
筑
摩
書
房

か
ら
刊
行
さ
れ
た
。「
は
じ
め
に
」
に
よ
る
と
、
同
書
は
「
二
〇
一
一
年
一
一
月
に
開
催
さ
れ
た
青
山
学
院
大
学
に
お
け
る
青
山
学
院
史

〔
特
集
：
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
〕

大
学
沿
革
史
に
お
け
る
「
百
五
十
年
史
」
の
意
義
と
役
割

─
─
『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史　

第
一
巻
』
を
読
ん
で
の
私
的
解
釈
─
─

瀬
戸
口　

龍　

一



� 170

研
究
所
開
設
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
学
校
史
・
大
学
史
研
究
の
可
能
性
」
を
一
つ
の
き
っ
か
け
と
し
て
編
ま
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
」
と
あ

る（
１
）。
筑
波
大
学
・
東
京
大
学
・
慶
應
義
塾
大
学
・
立
教
大
学
・
青
山
学
院
大
学
・
学
習
院
大
学
・
法
政
大
学
・
明
治
大
学
・
早
稲
田
大

学
・
中
央
大
学
と
い
う
、
創
立
一
五
〇
年
を
迎
え
た
、
あ
る
い
は
間
も
な
く
迎
え
る
名
だ
た
る
大
学
に
所
属
す
る
「
近
現
代
史
研
究
者
が

各
校
の
特
徴
を
記
す
大
学
史
入
門
」
書（
２
）で
あ
る
が
、
そ
の
特
徴
は
単
に
各
大
学
の
「
１
５
０
年
史
」
を
簡
易
に
紐
解
く
だ
け
で
は
な
く
、

そ
れ
ぞ
れ
の
大
学
の
「
年
史
編
纂
事
業
」
も
紹
介
し
て
い
る
点
に
あ
る
。

そ
の
理
由
を
「
近
現
代
史
の
研
究
や
年
史
編
纂
を
進
め
る
な
か
で
見
い
だ
さ
れ
た
年
史
編
纂
の
意
義
や
目
的
に
つ
い
て
記
述
す
る
」
（
３
）

た

め
と
記
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
沿
革
史
編
纂
に
際
し
て
こ
れ
ま
で
各
大
学
が
ど
の
よ
う
な
方
針
や
体
制
で
臨
ん
で
き
た
の
か
、
そ
し
て
、

こ
れ
か
ら
の
「
百
五
十
年
史
」
編
纂
の
た
め
に
何
が
必
要
で
、
そ
の
た
め
に
何
を
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
、
そ
の
現
状
を
提
示
し
て
も

ら
う
た
め
と
も
思
わ
れ
る
。
評
者
も
大
学
沿
革
史
の
編
纂
に
関
わ
る
者
の
一
人
と
し
て
、
同
書
を
読
ん
で
他
大
学
の
状
況
を
知
る
こ
と
が

で
き
、
今
後
の
参
考
に
し
た
い
と
思
う
考
え
方
が
い
く
つ
も
あ
っ
た
。

大
学
に
限
ら
ず
、
一
つ
の
組
織
が
一
五
〇
年
も
続
く
と
い
う
の
は
、
そ
う
そ
う
あ
る
こ
と
で
は
な
い
。
そ
の
目
的
が
自
校
の
宣
伝
で
あ

れ
、
大
学
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー
の
確
立
で
あ
れ
、
自
己
点
検
で
あ
れ
、
大
き
な
節
目
を
記
念
し
て
自
ら
の
歴
史
を
振
り
返
ろ
う
と
い
う

機
運
が
持
ち
上
が
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
各
大
学
で
「
百
五
十
年
史
」
の
編
纂
が
計
画
さ
れ
、
実
行
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
問
題
に
な
る
の
は
、
今
回
、「
百
五
十
年
史
」
の
編
纂
を
行
っ
て
い
る
大
学
の
多
く
が
、「
百
年
史
」
を
刊
行
し

て
い
る
点
で
あ
る
。
し
か
も
各
大
学
と
も
「
百
年
史
」
に
は
か
な
り
の
年
月
、
費
用
、
人
材
を
費
や
し
、
複
数
巻
に
わ
た
る
大
部
な
沿
革

史
を
世
に
送
り
出
し
た
。「
百
年
史
」
の
代
表
例
と
し
て
よ
く
挙
げ
ら
れ
る
『
東
京
大
学
百
年
史
』
は
、
全
一
〇
巻
（
通
史
三
巻
、
資
料
三

巻
、
部
局
史
四
巻
）
か
ら
な
り
、
一
〇
年
以
上
を
か
け
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
。『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』（
以
後
、『
百
年
史
』
と
略
）
も
一
九

七
八
年
か
ら
九
七
年
と
、
約
二
〇
年
か
け
て
、
本
編
五
巻
、
別
巻
二
巻
、
総
索
引
・
年
表
一
巻
の
全
八
巻
を
刊
行
し
て
い
る
。
ど
ち
ら
も
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大
作
で
あ
る
が
、
東
北
大
学
は
全
一
一
巻
、
東
洋
大
学
も
全
八
巻
の
「
百
年
史
」
を
刊
行
し
て
お
り
、
そ
れ
ほ
ど
珍
し
い
例
で
は
な
い
。

ど
の
大
学
も
「
百
年
史
」
編
纂
に
は
注
力
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
す
で
に
「
百
年
史
」
が
存
在
す
る
な
か
で
、「
百
五
十
年
史
」
に
ど
の
よ
う
な
意
味
づ
け
が
で
き
る
の
か
。
そ
の
答
え
は

各
大
学
が
そ
れ
ぞ
れ
に
抱
え
る
事
情
の
な
か
で
見
出
し
て
い
く
べ
き
で
あ
り
、
部
外
者
が
口
を
出
す
問
題
で
は
な
い
が
、
方
向
性
と
し

て
は
大
き
く
二
つ
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
一
つ
は
「
百
年
史
」
と
は
違
う
形
態
で
の
沿
革
史
を
編
纂
す
る
。
も
う
一
つ
は
、

「
百
年
史
」
の
記
載
内
容
を
踏
襲
・
深
化
さ
せ
、
さ
ら
に
「
百
年
史
」
で
は
あ
ま
り
描
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
戦
後
の
歴
史
を
充
実
さ

せ
る
、
と
い
う
二
点
で
あ
る
。
ど
ち
ら
を
選
ぶ
か
は
、
今
後
訪
れ
る
さ
ら
に
大
き
な
節
目
と
な
る
「
二
百
年
史
」
の
編
纂
を
見
据
え
る
場

合
も
あ
る
だ
ろ
う
。

具
体
例
を
少
し
挙
げ
る
と
、
早
稲
田
大
学
に
先
立
ち
「
百
五
十
年
史
」
の
編
纂
を
開
始
し
た
慶
應
義
塾
大
学
は
、
前
者
を
選
ん
だ
理
由

と
し
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

慶
應
義
塾
で
は
創
立
１
０
０
年
に
際
し
、
全
６
巻
の
『
慶
應
義
塾
百
年
史
』
を
ま
と
め
ま
し
た
。
以
来
さ
ら
に
５
０
年
の
年
月
を
重
ね
、
福
沢
研
究

セ
ン
タ
ー
で
は
、
創
立
１
５
０
年
記
念
刊
行
物
と
し
て
何
を
編
纂
す
べ
き
か
に
つ
い
て
、
１
９
９
６
年
よ
り
検
討
を
行
な
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結

果
、
年
史
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
、
基
礎
と
な
る
資
料
を
改
め
て
き
ち
ん
と
整
理
す
べ
き
で
あ
る
と
の
結
論
に
達
し
、
来
る
べ
き
『
慶
應
義
塾
二
百

年
史
』
を
担
う
次
世
代
の
た
め
に
、
資
料
集
を
編
纂
、
刊
行
す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

２
０
０
８
年
度
に
、
ま
ず
別
巻
と
し
て
『
慶
應
義
塾
史
事
典
』
を
刊
行
、
２
０
１
０
年
度
に
は
『
福
沢
諭
吉
事
典
』
を
刊
行
す
る
予
定
で
す（

４
）。

こ
の
よ
う
に
慶
應
義
塾
大
学
は
、「
百
五
十
年
史
」
を
通
史
で
は
な
く
、「
二
百
年
史
」
の
編
纂
に
役
立
つ
よ
う
、
資
料
集
の
刊
行
を
選

択
し
て
い
る
。
し
か
も
「『
慶
応
義
塾
１
５
０
年
史
資
料
集
』
は
全
部
で
２
０
巻
ほ
ど
を
２
０
余
年
の
時
間
を
か
け
て
編
集
し
て
い
く
こ
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と
に
な
っ
て
」
（
５
）

お
り
、
現
在
、「
慶
應
義
塾
１
５
０
年
史
資
料
集　

第
Ⅰ
期
」
と
し
て
、
二
〇
一
二
年
度
に
『
塾
生
・
塾
員
情
報
集
成
』、

二
〇
一
五
年
度
に
『
教
職
員
・
教
育
体
制
資
料
集
成
』、
二
〇
二
一
年
度
に
『
諸
統
計
資
料
集
成
』
の
三
巻
を
刊
行
し
て
い
る
。

評
者
が
所
属
す
る
専
修
大
学
も
慶
應
義
塾
大
学
と
同
様
、
現
在
、
創
立
一
五
〇
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
、『
専
修
大
学
史
資
料
集
』

の
刊
行
を
二
〇
一
三
年
か
ら
行
っ
て
い
る
。
創
立
一
五
〇
年
を
迎
え
る
二
〇
二
九
年
に
全
一
〇
巻
が
出
揃
う
予
定
で
あ
る
。
専
修
大
学
は

こ
れ
ま
で
通
史
や
写
真
集
と
い
っ
た
大
学
沿
革
史
は
編
纂
し
て
き
た
が
、
資
料
集
は
上
梓
し
て
こ
な
か
っ
た
。
個
別
大
学
史
研
究
を
近
現

代
史
や
教
育
史
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
た
め
に
、
大
学
が
所
蔵
す
る
資
料
を
公
開
す
る
こ
と
で
、
そ
の
責
を
果
た
す
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
る
。
近
刊
と
し
て
は
二
〇
二
三
年
三
月
に
専
修
大
学
出
版
局
よ
り
『
専
修
大
学
史
資
料
集　

第
五
巻　

大
学
昇
格
へ
の
道
の
り
』
を
発

行
し
、
こ
れ
ま
で
六
巻
（
な
お
、
巻
数
は
刊
行
順
に
は
な
っ
て
い
な
い
）
を
刊
行
し
て
き
た
。

一
方
、
後
者
の
例
と
し
て
は
、
立
教
大
学
の
法
人
組
織
で
あ
る
立
教
学
院
が
、「
百
五
十
年
史
」
を
編
纂
す
る
に
あ
た
っ
て
、
早
稲
田

大
学
と
同
様
に
通
史
と
い
う
形
態
を
選
択
し
て
い
る
。
立
教
学
院
は
一
九
七
四
年
に
『
立
教
学
院
百
年
史
』
を
通
史
の
形
で
刊
行
後
、

『
立
教
学
院
百
二
十
五
年
史
』
と
し
て
全
五
巻
か
ら
な
る
資
料
集
を
刊
行
、
さ
ら
に
は
「
立
教
学
院
と
戦
争
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」「
立

教
築
地
時
代
の
研
究
」
な
ど
数
多
く
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
実
施
す
る
な
ど
、
長
年
、
自
校
史
研
究
を
進
め
て
き
た
。
そ
う
し
た
約
五
〇

年
に
お
よ
ぶ
成
果
を
盛
り
込
ん
だ
の
が
、『
立
教
学
院
百
五
十
年
史
』
と
い
う
わ
け
で
あ
る（
６
）。

も
ち
ろ
ん
早
稲
田
大
学
も
立
教
大
学
と
同
様
、『
百
年
史
』
編
纂
以
降
、
資
料
の
発
掘
や
研
究
を
進
め
て
い
る
。
大
学
沿
革
史
が
周
年

事
業
に
合
わ
せ
て
編
纂
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
現
状
を
鑑
み
れ
ば
、
今
後
、
各
大
学
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
五
〇
年
、
一
〇
〇
年
、

一
五
〇
年
と
い
う
節
目
の
年
を
考
慮
せ
ず
、
絶
え
ず
資
料
の
収
集
・
整
理
・
活
用
を
し
続
け
る
こ
と
と
言
え
よ
う
。
で
な
け
れ
ば
、
新
た
な

沿
革
史
編
纂
に
価
値
づ
け
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
早
稲
田
大
学
が
『
百
年
史
』
編
纂
を
主
導
し
た
大
学
史
編
集
所
を
、
編

纂
が
完
了
し
た
翌
年
の
一
九
九
八
年
に
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー
に
改
組
す
る
こ
と
で
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
化
を
図
り
、
さ
ら
に
二
〇
一
八
年
に
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ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
機
能
を
加
え
た
早
稲
田
大
学
歴
史
館
へ
と
生
ま
れ
変
わ
っ
た
の
は
、そ
う
し
た
時
代
の
要
請
に
応
え
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。

今
回
、
早
稲
田
大
学
が
刊
行
し
た
『
百
五
十
年
史
』
は
、『
百
年
史
』
の
反
省
を
活
か
す
と
と
も
に
、
そ
の
後
の
成
果
が
組
み
込
ま
れ

て
い
る
と
い
う
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
『
百
年
史
』
と
『
百
五
十
年
史
』
の
比
較
と
い
う
視
点
か
ら
、
書
評
を
試
み
る
こ
と
で
、
大
学
、
特

に
私
立
大
学
に
お
け
る
「
百
五
十
年
史
」
編
纂
の
意
義
と
役
割
を
探
っ
て
み
た
い
。

一
、『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
と
『
早
稲
田
大
学
百
年
史
』

そ
れ
で
は
、
こ
こ
か
ら
具
体
的
に
『
百
五
十
年
史
』
を
見
て
い
く
こ
と
に
す
る
が
、『
百
五
十
年
史
』
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
二
年
一
〇

月
二
一
日
の
早
稲
田
大
学
創
立
記
念
日
に
開
催
さ
れ
た
刊
行
記
念
講
演
会
に
お
い
て
、
京
都
大
学
大
学
文
書
館
の
西
山
伸
氏
が
「「
頼
り

に
さ
れ
る
大
学
沿
革
史
」
へ
─
『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史　

第
一
巻
』
を
読
ん
で
─
」
と
題
し
た
書
評
講
演
を
す
で
に
行
っ
て
い
る（
７
）。

本
稿
で
も
多
い
に
参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
そ
の
た
め
論
点
が
重
複
す
る
箇
所
も
あ
る
が
、
そ
の
点
は
ご
容
赦
い
た
だ
き
た
い
。

ま
ず
、『
百
五
十
年
史
』
を
手
に
取
っ
た
方
の
最
初
の
感
想
は
お
そ
ら
く
「
重
い
」「
分
厚
い
」
で
あ
ろ
う
。
図
版
が
八
枚
、「
序
」「
緒

言
」「
凡
例
」「
目
次
」
が
二
八
頁
、
本
文
は
一
、四
〇
六
頁
、
そ
し
て
「
索
引
」「
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史　

第
一
巻　

年
表
」「
文
献
・

資
料
一
覧
」「
図
版
・
表
一
覧
」
が
一
一
八
頁
と
、
す
べ
て
を
合
計
す
る
と
一
、五
〇
〇
頁
を
優
に
超
え
る
大
部
の
書
籍
と
な
っ
て
お
り
、

外
函
の
束
幅
は
八
五
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
に
も
お
よ
ぶ
。
ち
な
み
に
『
百
五
十
年
史
』
の
約
一
年
後
に
刊
行
さ
れ
た
『
立
教
学
院
百
五
十
年
史　

第
一
巻
』（

８
）も
一
、〇
〇
〇
頁
を
超
え
て
い
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
遙
か
に
頁
数
が
多
い
。『
百
年
史
』
は
前
述
の
通
り
全
八
巻
あ
り
、『
百
五
十

年
史
』
は
全
三
巻
を
予
定
し
て
い
る
の
で
、
巻
数
に
大
き
な
違
い
は
あ
る
が
、
一
巻
分
の
頁
数
と
し
て
は
、『
百
五
十
年
史
』
の
方
が
多

い
た
め
、
殊
更
そ
う
感
じ
る
の
だ
ろ
う
。
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さ
ら
に
『
百
五
十
年
史
』
は
早
稲
田
大
学
出
版
部
を
通
し
て
販
売
も
さ
れ
て
い
る
。
価
格
は
二
万
二
、〇
〇
〇
円
。
近
年
、
大
学
沿
革

史
を
広
く
社
会
に
向
け
て
販
売
し
て
い
る
大
学
は
少
な
く
な
い
。
専
修
大
学
も
百
三
十
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
二
〇
〇
九
年
に
編
纂

し
た
『
専
修
大
学
の
歴
史
』
を
平
凡
社
か
ら
一
、五
〇
〇
円
（
税
別
）
で
、
ま
た
、『
専
修
大
学
史
資
料
集
』
も
巻
に
よ
っ
て
価
格
は
違
う

が
、
三
、九
八
〇
円
か
ら
四
、八
〇
〇
円
（
税
別
）
の
間
で
販
売
し
て
い
る
。
し
か
し
、
管
見
の
限
り
「
百
年
史
」
や
「
百
五
十
年
史
」
を

こ
の
価
格
で
販
売
し
て
い
る
大
学
は
な
い
。
決
し
て
一
般
向
け
の
内
容
と
は
言
え
な
い
一
大
学
（
た
と
え
早
稲
田
大
学
だ
と
し
て
も
）
の
沿

革
史
を
高
価
で
販
売
す
る
。
ジ
ュ
ン
ク
堂
や
紀
伊
國
屋
書
店
な
ど
の
大
型
書
店
の
棚
に
並
ん
で
い
る
か
の
確
認
は
で
き
な
か
っ
た
が
、
そ

の
意
味
で
は
新
た
な
試
み
と
言
え
る
。
な
お
、『
百
五
十
年
史
』
は
、
二
〇
二
二
年
一
〇
月
よ
り
始
ま
っ
た
「
早
稲
田
大
学
歴
史
館
募
金
」

の
寄
付
者
へ
の
特
典
に
も
な
っ
て
い
る
。
寄
付
金
一
〇
万
円
に
つ
き
、
一
巻
分
が
贈
呈
さ
れ
る
と
の
こ
と
で
、
こ
れ
も
ま
た
新
た
な
試
み

の
一
つ
と
言
え
よ
う
。

次
に
書
評
の
通
例
に
従
い
、
本
章
の
目
次
を
部
・
章
の
み
紹
介
す
る
。

第
一
部　

近
代
国
家
像
を
め
ぐ
る
相
克
と
「
学
問
の
独
立
」
─
東
京
専
門
学
校
時
代

　

第
一
章　

東
京
専
門
学
校
の
創
立
と
建
学
の
理
念
─
一
八
八
一
〜
八
二
年
─

　

第
二
章　

創
立
当
初
の
東
京
専
門
学
校
と
運
営
の
危
機
─
一
八
八
二
〜
八
六
年
─

　

第
三
章　

公
教
育
制
度
の
整
備
と
東
京
専
門
学
校
─
一
八
八
六
〜
九
三
年
─

　

第
四
章　
「
大
学
」
に
い
た
る
東
京
専
門
学
校
の
足
跡
─
一
八
九
三
〜
一
九
〇
二
年
─

　

第
五
章　

東
京
専
門
学
校
時
代
の
学
生
の
状
況
─
一
八
八
二
〜
一
九
〇
二
年
─

第
二
部　
「
模
範
国
民
の
造
就
」
と
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
機
運
─
「
早
稲
田
大
学
」
の
開
校

　

第
一
章　

早
稲
田
大
学
へ
の
発
展
─
一
九
〇
二
〜
〇
七
年
─
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第
二
章　

早
稲
田
大
学
と
そ
の
第
二
期
拡
張
計
画
─
一
九
〇
七
〜
一
三
年
─

　

第
三
章　

早
稲
田
騒
動
と
そ
の
時
代
─
一
九
一
三
〜
一
八
年
─

　

第
四
章　

早
稲
田
大
学
の
学
生
と
校
友
の
諸
相
─
一
九
〇
二
〜
一
八
年
─

第
三
部　
「
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」
の
転
換
と
戦
争
へ
の
傾
斜

　

第
一
章　

大
学
令
の
制
定
と
新
た
な
大
学
へ
の
再
編
─
一
九
一
八
〜
二
五
年
─

　

第
二
章　

高
田
総
長
体
制
下
の
大
学
─
一
九
二
五
〜
三
一
年
─

　

第
三
章　

満
州
事
変
後
の
大
学
─
一
九
三
一
〜
三
七
年
─

第
四
部　

戦
時
体
制
か
ら
敗
戦
、
戦
後
へ

　

第
一
章　

日
中
戦
争
期
の
早
稲
田
大
学
─
一
九
三
七
〜
四
一
年
─

　

第
二
章　

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
と
早
稲
田
大
学
─
一
九
四
一
〜
四
七
年
─

続
け
て
参
考
の
た
め
に
、『
百
五
十
年
史
』
で
取
り
上
げ
た
時
代
に
該
当
す
る
『
百
年
史
』
の
目
次
も
編
の
み
挙
げ
て
お
く
。

第
一
巻　

第
一
編　

序
説　

東
京
専
門
学
校
創
立
前
史

　
　
　
　

第
二
編　

東
京
専
門
学
校
時
代
前
期

　
　
　
　

第
三
編　

東
京
専
門
学
校
時
代
後
期

第
二
巻　

第
四
編　

早
稲
田
大
学
開
校

　
　
　
　

第
五
編　
「
早
稲
田
騒
動
」

第
三
巻　

第
六
編　

大
学
令
下
の
早
稲
田
大
学

　
　
　
　

第
七
編　

戦
争
と
学
苑
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第
四
巻　

第
八
編　

決
戦
態
勢
・
終
戦
・
戦
後
復
興

目
次
か
ら
確
認
で
き
る
『
百
五
十
年
史
』
と
『
百
年
史
』
の
違
い
は
何
か
。
二
つ
の
目
次
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う
に
『
百
五
十
年
史
』

が
取
り
扱
う
年
代
は
、『
百
年
史
』
で
四
巻
に
わ
た
っ
て
す
で
に
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
年
代
で
も
あ
る
。
そ
し
て
当
然
の
こ
と
な
が
ら

分
量
的
に
も
『
百
年
史
』
の
方
が
多
い
。
編
纂
専
門
委
員
で
第
一
巻
の
執
筆
者
の
一
人
で
あ
る
湯
川
次
義
氏
も
こ
の
点
に
つ
い
て
『
百
五
十

年
史
』
は
『
百
年
史
』
の
「
要
約
的
な
も
の
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
」
（
９
）

と
刊
行
前
か
ら
述
べ
て
い
る
。
紙
幅
の
関
係

上
、『
百
五
十
年
史
』
は
部
と
章
の
み
、『
百
年
史
』
は
編
の
項
目
し
か
紹
介
し
て
い
な
い
が
、
詳
細
に
目
次
を
見
比
べ
て
み
て
も
そ
の
言

葉
に
間
違
い
は
な
い
。

な
お
、
こ
の
目
次
で
使
用
さ
れ
て
い
る
文
言
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
西
山
氏
が
「
百
年
史
各
編
の
タ
イ
ト
ル
が
比
較
的
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク

ス
な
制
度
史
的
時
期
区
分
を
そ
の
ま
ま
示
し
て
い
る
の
に
比
べ
る
と
、
本
書
の
各
部
に
は
編
者
の
歴
史
観
・
時
代
観
を
表
す
よ
う
な
タ
イ

ト
ル
が
付
さ
れ
て
い
る
」（

（1
（

と
言
及
し
て
い
る
が
、
少
し
付
け
加
え
て
お
く
。
確
か
に
『
百
年
史
』
は
編
の
タ
イ
ト
ル
こ
そ
オ
ー
ソ
ド
ッ
ク

ス
で
あ
る
が
、
章
や
そ
の
下
の
漢
数
字
の
み
で
付
さ
れ
た
節
の
タ
イ
ト
ル
に
は
、
叙
情
的
な
文
言
や
煽
動
的
な
文
言
を
散
見
す
る
こ
と
が

で
き
る
。
例
え
ば
、『
百
年
史
』
第
二
巻
に
収
録
さ
れ
て
い
る
「
第
五
編　
「
早
稲
田
騒
動
」」
で
使
用
さ
れ
て
い
る
「
革
命
に
あ
こ
が
れ

た
早
稲
田
学
生
」
や
「
早
稲
田
ロ
マ
ン
テ
ィ
シ
ズ
ム
の
終
焉
」「
独
走
す
る
商
科
」
と
い
っ
た
見
出
し
が
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
点
、
西
山

氏
が
言
う
よ
う
に
『
百
五
十
年
史
』
に
は
、
タ
イ
ト
ル
に
「
歴
史
観
・
時
代
観
」
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
こ
れ
は
『
百
年
史
』
が
持

つ
顕
彰
的
な
側
面
を
で
き
る
だ
け
取
り
除
き
、
早
稲
田
大
学
の
歴
史
を
研
究
史
上
に
位
置
づ
け
よ
う
と
す
る
姿
勢
と
も
読
み
取
る
こ
と
が

で
き
る
。
そ
の
意
味
で
、
目
次
か
ら
だ
け
で
も
、『
百
五
十
年
史
』
は
『
百
年
史
』
と
は
違
う
方
針
を
立
て
て
編
纂
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
の
で
あ
る
。
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二
、『
百
五
十
年
史
』
に
見
る
創
立
者
お
よ
び
地
域
に
関
す
る
記
述
法

こ
こ
か
ら
は
『
百
五
十
年
史
』
の
内
容
に
入
っ
て
い
く
が
各
章
・
各
節
の
内
容
を
一
つ
一
つ
取
り
上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
評

者
が
気
に
な
っ
た
点
の
み
に
つ
い
て
記
す
こ
と
と
す
る
。
早
稲
田
大
学
は
『
百
年
史
』
刊
行
以
降
、
新
資
料
の
収
集
、「
記
要
」
発
行
の

継
続
、
さ
ら
に
は
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
か
ら
は
創
立
一
二
五
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
創
立
者
で
あ
る
大
隈
重
信
の
書
簡
や
文
書
を

翻
刻
し
た
『
大
隈
重
信
関
係
文
書
』（
全
一
一
巻
）
の
刊
行
も
行
っ
て
い
る
（
二
〇
一
五
年
に
刊
行
終
了
）。
ま
た
、『
百
年
史
』
編
纂
に
深
く

関
わ
っ
た
佐
藤
能
丸
氏
は
、『
百
年
史
』
の
一
巻
に
は
「『
小
野
梓
全
集
』
の
編
集
と
そ
の
成
果
が
生
か
さ
れ
て
い
な
い
」（

（1
（

と
指
摘
し
て
い

る
が
、
当
時
、
刊
行
を
終
え
て
い
な
か
っ
た
『
小
野
梓
全
集
』（
早
稲
田
大
学
出
版
部
）
も
一
九
八
二
年
に
全
六
巻
が
出
揃
っ
て
い
る
。
つ

ま
り
、『
百
年
史
』
編
纂
当
時
よ
り
も
研
究
が
進
ん
で
い
る
状
況
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
く
、
だ
か
ら
こ
そ
『
百
五
十
年
史
』
を
新
た

な
通
史
と
し
て
編
纂
す
る
こ
と
に
踏
み
切
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
最
初
に
そ
の
点
に
つ
い
て
見
て
み
た
い
。

『
百
五
十
年
史
』
の
執
筆
者
の
一
人
で
あ
り
、『
百
年
史
』
刊
行
後
、
早
稲
田
大
学
史
研
究
を
深
く
進
め
て
き
た
真
辺
将
之
氏
は
『
百
年

史
』
の
内
容
に
つ
い
て
「
大
学
の
歴
史
と
し
て
は
、
日
本
の
各
大
学
史
の
な
か
で
も
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
の
浩
瀚
さ
で
、
大
学
の
制
度
・
機
構

の
変
遷
か
ら
学
生
生
活
ま
で
、
実
に
重
厚
な
記
述
が
な
さ
れ
て
」
い
る
と
評
価
し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、「
東
京
専
門
学
校
の
学
生
た

ち
の
活
動
や
気
風
、
進
路
な
ど
に
つ
い
て
は
、
資
料
状
況
な
ど
の
制
約
も
あ
っ
て
、
さ
ほ
ど
多
く
の
頁
が
割
か
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
」
と
課
題
を
挙
げ
て
い
る（

（1
（

。
そ
の
課
題
の
克
服
の
一
つ
と
し
て
真
辺
氏
が
書
き
上
げ
た
の
が
、
二
〇
一
〇
年
に
、
早
稲
田
大
学
出
版
部

か
ら
刊
行
さ
れ
た
『
東
京
専
門
学
校
の
研
究
─
「
学
問
の
独
立
」
の
具
体
相
と
「
早
稲
田
憲
法
草
案
」』
で
あ
る
が
、
当
然
、
こ
の
書
籍

の
成
果
も
『
百
五
十
年
史
』
に
活
か
さ
れ
て
い
る
。
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同
書
に
は
、
真
辺
氏
が
発
見
し
た
と
い
う
東
京
専
門
学
校
生
徒
有
志
が
作
成
し
た
私
擬
憲
法
草
案
に
関
す
る
論
考
が
収
録
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
論
考
を
も
と
に
し
て
書
か
れ
た
の
が
、『
百
五
十
年
史
』
の
第
二
章
第
四
節
の
「
東
京
専
門
学
校
の
有
志
に
よ
る
活
動
」
の
な

か
に
設
け
ら
れ
た
「
私
擬
憲
法
草
案
」
と
い
う
項
目
で
あ
る
。
ま
さ
に
『
百
年
史
』
で
は
描
か
れ
な
か
っ
た
新
た
な
早
稲
田
大
学
の
生
徒

像
の
提
示
で
あ
り
、『
百
五
十
年
史
』
編
纂
の
一
つ
の
意
義
と
言
え
よ
う
。

こ
の
よ
う
な
新
た
な
知
見
の
加
味
も
『
百
五
十
年
史
』
の
意
義
を
考
え
る
う
え
で
重
要
な
こ
と
で
あ
る
が
、
評
者
が
も
っ
と
も
関
心
を

引
か
れ
た
の
は
『
百
五
十
年
史
』
の
編
集
後
記
に
記
さ
れ
た
「
百
五
十
年
史
の
構
成
」
の
大
要
で
あ
る
（
一
四
〇
三
〜
一
四
〇
四
頁
）。

・
編
纂
準
備
委
員
会
報
告
を
踏
ま
え
た
二
〇
一
〇
年
度
第
一
回
編
纂
委
員
会
の
確
認
に
も
と
づ
き
、
全
三
巻
構
成
を
基
本
と
す
る
。

・�

巻
別
構
成
は
編
纂
準
備
委
員
会
報
告
案
を
ベ
ー
ス
と
し
、
各
巻
の
区
分
は
、
大
学
の
制
度
的
な
転
換
を
指
標
と
し
て
行
な
う
も
の
と
す
る
。
お
お

よ
そ
の
内
容
区
分
は
、
以
下
の
通
り
。

　
　

第
一
巻
…
創
立
～
戦
前
期
（
大
学
令
下
の
早
稲
田
大
学
ま
で
）

　
　

第
二
巻
…
戦
後
～
一
九
九
〇
年
頃
（
創
立
百
周
年
事
業
ま
で
）

　
　

第
三
巻
…
一
九
九
〇
年
頃
以
降

・�

大
隈
重
信
個
人
に
か
か
わ
る
詳
し
い
叙
述
は
『
百
年
史
』
に
譲
り
、
東
京
専
門
学
校
創
立
期
の
叙
述
を
充
実
さ
せ
て
、
創
立
経
過
と
建
学
理
念
の

明
確
化
を
は
か
る
。

・
別
巻
は
想
定
せ
ず
、
部
局
・
箇
所
に
つ
い
て
は
本
編
の
な
か
で
扱
う
。

・
出
版
状
況
の
推
移
を
見
定
め
、
紙
媒
体
と
は
別
の
新
た
な
形
態
（
媒
体
）
に
よ
る
刊
行
に
も
対
応
で
き
る
準
備
を
重
ね
る
。

こ
の
構
想
の
な
か
で
注
目
す
べ
き
は
、
創
立
者
の
扱
い
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、
私
立
大
学
が
編
纂
し
た
沿
革
史
、
特
に
周
年
記
念
誌
に
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お
い
て
は
、
創
立
前
史
と
銘
打
っ
て
創
立
者
に
多
く
の
頁
を
割
い
て
き
た
。
確
か
に
大
要
に
あ
る
よ
う
に
早
稲
田
大
学
は
『
百
年
史
』

の
第
一
巻
に
お
い
て
、「
第
一
編　

序
説　

東
京
専
門
学
校
創
立
前
史
」
と
し
て
、
創
立
者
で
あ
る
大
隈
重
信
の
生
涯
の
前
半
生
を
詳
細

に
描
い
て
い
る
が
、『
百
五
十
年
史
』
で
は
、
こ
の
大
要
に
従
い
、
学
校
創
立
の
背
景
か
ら
叙
述
を
始
め
て
い
る
。
も
と
も
と
早
稲
田
大

学
の
歴
史
に
詳
し
い
方
や
、
歴
史
学
や
教
育
学
の
研
究
者
は
別
と
し
て
、
世
間
的
に
は
大
隈
と
い
う
大
き
な
存
在
の
影
に
隠
れ
が
ち
な
小

野
梓
や
高
田
早
苗
の
よ
う
な
実
際
に
開
学
に
尽
力
し
た
人
物
た
ち
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、
開
学
期
の
早
稲
田
大
学
の
実
像
を
描
く
と
い
う

そ
の
手
法
に
よ
っ
て
、『
百
年
史
』
と
の
違
い
を
明
確
に
打
ち
出
そ
う
と
し
た
こ
の
叙
述
方
針
は
、
同
じ
私
立
大
学
の
沿
革
史
編
纂
に
関

わ
る
評
者
と
し
て
驚
嘆
に
値
す
る
。

早
稲
田
大
学
と
大
隈
家
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
佐
藤
能
丸
氏
が
、
往
時
を
振
り
返
っ
た
座
談
会
で
、「
大
隈
家
が
大
学
を
法
人
と
し
て

代
表
し
た
こ
と
は
一
回
も
な
い
で
す
。
こ
れ
が
他
の
私
立
と
全
然
違
う
と
こ
ろ
で
す
。
高
田
早
苗
さ
ん
を
は
じ
め
と
す
る
大
学
の
執
行
部

が
、
そ
れ
だ
け
世
襲
的
な
支
配
を
退
け
た
と
い
う
こ
と
で
す
。」
と
、
大
隈
家
と
早
稲
田
大
学
の
関
係
性
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
ま

た
座
談
会
で
は
同
じ
く
『
百
年
史
』
に
関
わ
っ
た
川
口
浩
氏
も
早
稲
田
大
学
の
建
学
の
精
神
の
一
つ
「
学
問
の
独
立
」
の
意
味
の
な
か
に

は
、「
大
隈
家
か
ら
の
独
立
」
も
含
ま
れ
て
い
る
と
い
う
正
田
健
一
郎
氏
の
意
見
も
紹
介
し
て
い
る（

（1
（

。
早
稲
田
大
学
が
自
身
の
歴
史
を
客

観
的
に
振
り
返
る
際
、
大
隈
重
信
と
い
う
明
治
・
大
正
期
を
代
表
す
る
政
治
家
の
存
在
を
ど
の
よ
う
に
取
り
扱
う
か
は
こ
れ
ま
で
も
大
き

な
問
題
で
あ
っ
た
こ
と
が
こ
こ
か
ら
も
わ
か
る
。『
百
五
十
年
史
』
編
纂
を
機
に
、
純
粋
に
大
学
の
歴
史
に
向
き
合
っ
た
沿
革
史
編
纂
へ

の
姿
勢
は
高
く
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

そ
の
ほ
か
に
も
『
百
年
史
』
で
は
創
立
前
史
以
外
に
も
大
隈
に
関
す
る
事
項
を
「
大
隈
重
信
の
総
長
就
任
」「
大
隈
銅
像
と
早
稲
田
校

歌
」「
風
雲
の
第
二
次
大
隈
内
閣
出
現
」（
す
べ
て
第
二
巻
）
の
よ
う
に
章
の
見
出
し
に
使
っ
て
い
る
が
、『
百
五
十
年
史
』
で
は
一
切
使
用

し
て
い
な
い
。
さ
す
が
に
大
隈
の
死
去
に
つ
い
て
は
取
り
上
げ
て
い
る
が
、
そ
れ
で
も
『
百
年
史
』
の
よ
う
に
「
巨
星
墜
つ
」（
第
三
巻　
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第
三
章
）
と
い
う
よ
う
な
顕
彰
的
な
扱
い
は
せ
ず
、
大
隈
家
に
よ
る
邸
宅
の
大
学
ヘ
の
寄
贈
や
、
記
念
事
業
、
教
職
員
・
校
友
な
ど
に
よ

る
募
金
活
動
に
つ
い
て
の
記
述
に
留
め
て
い
る
。

創
立
者
の
扱
い
に
つ
い
て
他
大
学
の
「
百
五
十
年
史
」
編
纂
の
事
例
を
見
て
み
る
と
、
慶
應
義
塾
大
学
は
「
慶
応
義
塾
一
五
〇
年
史
資

料
集　

別
巻
２
」
と
し
て
『
福
沢
諭
吉
事
典
』（
慶
応
義
塾　

二
〇
一
〇
年
一
二
月
）
を
刊
行
し
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
で
は
「
現
代
の
課
題
に
通

じ
る
多
く
の
知
見
に
溢
れ
た
、
画
期
的
な
個
人
事
典
で
す

4

4

4

4

4

4

4

4

4

4

。」（
傍
点
は
筆
者
）
と
謳
っ
て
い
る
。
立
教
大
学
も
「
百
五
十
年
史
」
に
お
い

て
冒
頭
の
第
一
編
に
「
創
立
者
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
と
立
教
学
校　

一
八
七
四
〜
一
九
〇
七
年
」
と
題
し
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
の
生
い
立
ち
や

活
動
を
紹
介
し
て
い
る
。
両
校
の
創
立
者
に
対
す
る
姿
勢
お
よ
び
叙
述
方
法
の
方
が
私
立
大
学
と
し
て
は
、
当
然
の
こ
と
と
受
け
止
め
る

関
係
者
が
多
い
だ
ろ
う
。
そ
の
意
味
で
、『
百
五
十
年
史
』
は
、
初
め
て
自
身
の
大
学
の
歴
史
に
真
正
面
か
ら
向
き
合
っ
た
私
立
大
学
の

沿
革
史
と
言
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
た
だ
し
、
今
後
、
各
大
学
で
編
纂
す
る
沿
革
史
の
な
か
で
こ
の
方
針
を
採
用
す
る
か
ど
う
か
は
不
明

で
あ
る
。
特
に
創
立
者
が
今
な
お
何
ら
か
の
形
で
そ
の
学
校
に
関
わ
っ
て
い
る
私
立
大
学
な
ら
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
私
立
大
学

の
沿
革
史
を
歴
史
学
や
教
育
学
の
な
か
で
位
置
づ
け
て
い
く
た
め
に
は
、
大
学
の
歴
史
と
創
立
者
の
存
在
を
分
け
て
考
え
て
い
く
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
『
百
五
十
年
史
』
は
改
め
て
考
え
さ
せ
て
く
れ
た
。

も
う
一
点
、『
百
五
十
年
史
』
で
は
、
大
学
と
地
域
と
の
関
係
性
を
ど
の
よ
う
に
描
い
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

二
〇
一
九
年
一
二
月
四
日
に
開
催
さ
れ
た
第
五
回
早
稲
田
大
学
大
学
史
セ
ミ
ナ
ー
で
講
演
を
行
っ
た
荻
野
富
士
夫
氏
は
、
自
身
が
編
纂
に

深
く
関
わ
っ
た
『
小
樽
商
科
大
学
百
年
史
』
の
基
本
方
針
と
し
て
、「
四
つ
の
「
史
」」
を
掲
げ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
「
教
育
史
」「
学
術

研
究
史
」「
学
生
生
活
史
」「
地
域
社
会
史
」
の
四
つ
で
あ
る
が（

（1
（

、
近
年
の
個
別
大
学
沿
革
史
の
多
く
が
同
様
の
方
針
を
打
ち
出
し
て
い

る
。
そ
の
意
味
で
、
近
年
の
大
学
（
高
等
教
育
機
関
）
沿
革
史
の
特
徴
と
し
て
は
、
①
大
学
の
歴
史
を
近
現
代
史
（
政
治
・
経
済
・
社
会
）
研

究
の
な
か
に
位
置
づ
け
る
、
②
独
り
よ
が
り
に
な
ら
な
い
よ
う
他
大
学
と
の
比
較
を
行
う
、
③
学
生
・
卒
業
生
の
動
向
に
目
を
向
け
る
、
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そ
し
て
、
④
大
学
と
地
域
と
の
関
係
性
を
問
う
、
と
い
う
四
点
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

『
百
五
十
年
史
』
が
以
上
の
四
点
を
踏
ま
え
、
充
実
し
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
西
山
氏
が
評
し
て
い
る
よ
う
に

「
早
稲
田
騒
動
」
や
「
戦
時
期
」
に
関
す
る
記
述
も
時
代
背
景
や
研
究
史
を
踏
ま
え
た
内
容
に
な
っ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
『
百
年
史
』

と
の
違
い
を
打
ち
出
そ
う
と
す
る
意
図
は
明
確
に
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る（

（1
（

。

地
域
に
関
す
る
記
述
に
話
を
戻
す
と
、
早
稲
田
大
学
は
『
百
年
史
』
に
お
い
て
も
す
で
に
学
生
街
と
し
て
の
早
稲
田
周
辺
地
域
に
関

し
て
詳
細
に
記
述
し
て
い
る
。『
百
五
十
年
史
』
に
お
け
る
記
述
も
、
西
山
氏
は
「
百
年
史
以
来
の
よ
き
伝
統
を
引
き
継
ぐ
学
生
文
化
や

キ
ャ
ン
パ
ス
周
囲
の
町
の
発
展
に
つ
い
て
の
描
写
」（

（1
（

と
評
価
し
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
事
実
、『
百
年
史
』
と
『
百
五
十
年
史
』
で
は
そ

の
記
述
に
ほ
と
ん
ど
変
化
が
見
ら
れ
な
い
。「
下
宿
屋
と
商
店
街
」
と
題
し
た
項
目
の
冒
頭
の
「
本
学
の
学
生
に
も
っ
と
も
結
び
付
き
が

深
い
町
は
、
周
辺
の
早
稲
田
鶴
巻
町
で
あ
り
戸
塚
町
で
あ
っ
た
」（
九
六
八
頁
）
と
い
う
く
だ
り
も
『
百
年
史
』
の
「
第
六
編　

大
学
令
下

の
早
稲
田
大
学
」「
第
十
章　

変
貌
す
る
「
都
の
西
北
」」「
二　

早
稲
田
界
隈
素
描
」
の
冒
頭
の
文
言
を
ほ
ぼ
流
用
し
た
も
の
で
、
内
容

全
体
も
『
百
年
史
』
の
要
約
と
な
っ
て
い
る
。

も
ち
ろ
ん
、
新
た
に
編
纂
さ
れ
る
沿
革
史
の
す
べ
て
の
内
容
に
新
知
見
を
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
筈
も
な
い
。
こ
れ
ま
で
編
纂
し
て
き

た
沿
革
史
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
せ
ざ
る
を
得
な
い
箇
所
が
多
い
の
も
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
大
学
と
地
域
の
関
係
性
を
問
う
際
、

早
稲
田
大
学
関
係
者
の
記
憶
や
記
録
や
刊
行
物
か
ら
の
記
述
に
頼
る
の
で
は
な
く
、
一
次
資
料
に
あ
た
る
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ
う
。
例
え

ば
、「
下
宿
屋
と
商
店
街
」
で
は
、
一
九
二
九
年
に
刊
行
さ
れ
た
「
考
現
学
」
の
第
一
人
者
で
早
稲
田
大
学
の
教
授
を
務
め
た
今
和
次
郎

の
編
著
『
新
版
大
東
京
案
内
』（
中
央
公
論
社
）
の
記
述
を
引
用
し
て
、
当
時
の
都
内
で
下
宿
屋
が
ま
と
ま
っ
て
存
在
し
た
地
域
は
本
郷
と

早
稲
田
の
み
と
記
し
て
い
る
（
九
六
九
頁
）。
ち
な
み
に
今
氏
の
記
述
を
引
用
し
て
早
稲
田
学
生
街
の
一
端
を
描
く
と
い
う
手
法
は
『
百
年

史
』（
第
三
巻　

第
六
編　

第
十
章
）「
変
貌
す
る
「
都
の
西
北
」」
も
同
様
で
あ
る
。
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実
は
、
こ
の
記
述
内
容
は
、
二
次
資
料
で
は
な
く
、
一
次
資
料
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
警
視
庁
が
毎
年
、
刊
行
し
て
い
る

統
計
書
が
あ
る
。
こ
の
統
計
書
に
は
東
京
府
内
の
下
宿
屋
の
総
数
、
宿
泊
人
数
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
大
正
一
五
年
一
二
月
に
警
視
庁
総

監
官
房
文
書
課
が
発
行
し
た
大
正
一
四
年
分
の
『
警
視
庁
統
計
書
』
を
見
る
と
、
下
宿
屋
の
数
が
も
っ
と
も
多
い
の
は
市
部
で
は
本
郷
区

本
富
士
が
一
五
一
軒
、
次
い
で
牛
込
区
早
稲
田
が
一
一
四
軒
で
あ
る
。
さ
ら
に
郡
部
に
も
目
を
向
け
る
と
、
豊
多
摩
郡
戸
塚
に
も
一
三
九

軒
の
下
宿
屋
が
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
早
稲
田
界
隈
の
下
宿
屋
数
が
飛
び
抜
け
て
い
た
こ
と
を
当
該
期
の
統
計
書
か
ら
確
認
す
る
こ
と
が

で
き
る
。

「
学
生
街
」
は
学
生
の
生
活
を
支
え
る
、
非
常
に
重
要
な
空
間
で
あ
る
。
前
述
し
た
荻
野
氏
だ
け
で
な
く
、
佐
藤
能
丸
氏
が
提
唱
す
る

「
大
学
文
化
史
学
」
に
お
い
て
も
考
察
の
対
象
の
一
つ
と
し
て
、「
大
学
周
辺
（
環
境
地
域
）
史
」
を
挙
げ
て
い
る（

（1
（

。『
百
年
史
』
は
同
時
期

に
刊
行
さ
れ
た
他
大
学
の
「
百
年
史
」
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
、
学
生
と
地
域
の
関
係
性
に
つ
い
て
深
く
言
及
し
て
い
る
。
だ

か
ら
こ
そ
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
こ
の
点
に
つ
い
て
の
研
究
の
深
化
に
も
期
待
し
た
い
。

三
、
大
学
沿
革
史
に
お
け
る
編
纂
体
制

最
後
に
編
纂
体
制
に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
く
。
と
い
う
の
も
、
大
学
沿
革
史
の
編
纂
は
一
人
で
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
ま
ず
は
編

纂
体
制
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
か
ら
で
あ
る
。
特
に
「
百
五
十
年
史
」
と
も
な
れ
ば
、
周
年
事
業
の
一
環
と
し
て
、
法
人
・

教
学
が
一
体
と
な
っ
て
推
進
さ
れ
る
場
合
が
多
い
。
早
稲
田
大
学
に
お
け
る
「
百
五
十
年
史
」
編
纂
体
制
を
見
て
い
く
こ
と
は
、
今
後
、

「
百
五
十
年
史
」
編
纂
に
取
り
組
む
他
大
学
に
と
っ
て
も
大
き
な
参
考
と
な
る
に
違
い
な
い
。

前
述
し
た
真
辺
氏
は
早
稲
田
大
学
に
お
け
る
『
百
五
十
年
史
』
編
纂
体
制
の
課
題
を
、「
専
任
の
研
究
者
が
お
ら
ず
、
任
期
付
き
の
若
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手
の
助
手
・
助
教
・
非
常
勤
嘱
託
、
そ
し
て
ア
ル
バ
イ
ト
の
方
々
に
よ
っ
て
業
務
を
行
っ
て
い
る
状
況
が
あ
り
ま
し
て
、（
中
略
）、
編
纂

に
お
け
る
最
大
の
障
害
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
が
ご
ざ
い
ま
す
。」（

（1
（

と
挙
げ
て
い
る
。
こ
の
発
言
は
刊
行
に
先
立
つ
六
年
前
の
こ
と

で
あ
る
。

こ
の
真
辺
氏
が
指
摘
し
た
課
題
は
、
沿
革
史
編
纂
を
行
っ
て
い
る
、
ま
た
は
行
お
う
と
し
て
い
る
大
学
す
べ
て
が
抱
え
る
問
題
で
あ

る
。
編
纂
の
責
任
は
誰
が
負
う
の
か
、
執
筆
は
誰
が
行
う
の
か
、
資
料
の
調
査
や
整
理
な
ど
は
誰
が
何
人
で
担
当
す
る
の
か
、
編
纂
に
関

す
る
事
務
的
な
作
業
は
ど
う
す
る
の
か
、
経
費
の
管
理
は
ど
の
部
署
が
担
う
の
か
、
こ
の
よ
う
に
沿
革
史
編
纂
に
は
い
く
つ
も
の
担
当
業

務
が
発
生
す
る
。

早
稲
田
大
学
の
『
百
五
十
年
史
』
で
は
、
上
部
組
織
と
し
て
理
事
や
各
学
術
院
か
ら
選
出
さ
れ
た
教
職
員
な
ど
か
ら
な
る
「
早
稲
田
大

学
百
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
」
を
設
置
し
、
そ
の
下
に
実
際
の
編
纂
方
針
な
ど
を
協
議
す
る
「
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
編
纂
専
門
委
員

会
」
が
、
さ
ら
に
執
筆
担
当
者
が
集
ま
る
「
編
集
会
議
」
を
設
け
て
い
る
。
こ
の
三
つ
の
会
議
体
に
よ
っ
て
編
纂
体
制
は
構
成
さ
れ
て
お

り
、
そ
の
構
成
員
は
す
べ
て
専
任
の
教
職
員
で
あ
る
。
そ
し
て
実
務
を
担
う
の
が
任
期
付
の
講
師
、
助
手
・
助
教
、
非
常
勤
嘱
託
に
よ
っ

て
構
成
さ
れ
た
事
務
局
で
、
彼
ら
彼
女
ら
が
編
集
の
手
伝
い
、
校
閲
な
ど
を
行
う
と
い
う（

（1
（

。
真
辺
氏
の
指
摘
の
通
り
、『
百
五
十
年
史
』

の
編
纂
に
従
事
す
る
専
任
の
研
究
者
が
い
な
い
と
い
う
状
況
で
『
百
五
十
年
史
』
の
第
一
巻
は
編
纂
・
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
点

に
つ
い
て
は
、
江
永
博
氏
も
「
当
時
第
一
・
二
部
、
第
三
・
四
部
の
構
成
を
考
案
し
た
執
筆
者
は
、
任
期
の
制
限
等
に
よ
っ
て
、
最
後
ま

で
担
当
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
担
当
嘱
託
が
途
中
交
代
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
、
専
属
的
な
執
筆
者
の
継
続
性
は
大
き
な

課
題
で
あ
る
。」（

（2
（

と
述
べ
て
い
る
。

私
立
大
学
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
組
織
で
、
現
状
、
専
任
教
員
を
置
い
て
い
る
の
は
、
寡
聞
に
し
て
慶
應
義
塾
大
学
し
か
知
ら
な
い
。
真
辺

氏
も
こ
の
点
に
つ
い
て
は
繰
り
返
し
課
題
と
し
て
挙
げ
て
お
り
、『
百
五
十
年
史
』
の
編
纂
体
制
に
つ
い
て
、「
慶
應
義
塾
福
澤
研
究
セ
ン
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タ
ー
が
二
名
の
専
任
教
員
を
置
い
て
い
る
こ
と
と
比
べ
る
な
ら
ば
、
見
劣
り
す
る
こ
と
は
否
め
な
い
。」（

（2
（

と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
、
執

筆
に
つ
い
て
も
、
現
状
、
学
内
の
各
学
部
に
所
属
す
る
専
任
教
員
が
担
当
し
て
い
る
が
、
多
忙
を
極
め
る
な
か
で
の
執
筆
に
も
関
わ
ら

ず
、
担
当
コ
マ
数
の
軽
減
な
ど
が
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
か
な
り
の
負
担
に
な
っ
て
い
る
点
も
問
題
点
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。

こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
数
多
く
の
大
学
沿
革
史
編
纂
に
関
わ
っ
て
き
た
寺
﨑
昌
男
氏
も
沿
革
史
編
纂
が
、「
あ
だ
お
ろ
そ
か
に
」

に
さ
れ
て
い
る
理
由
と
し
て
「
や
っ
て
も
得
に
な
ら
な
い
仕
事
」
で
あ
る
か
ら
と
述
べ
て
い
る（

（2
（

。
つ
ま
り
、
沿
革
史
編
纂
や
執
筆
が
自
身

の
研
究
上
の
延
長
に
あ
る
な
ら
ば
、
も
し
く
は
深
く
繋
が
っ
て
い
る
な
ら
ば
と
も
か
く
、「
順
番
や
義
理
」
で
執
筆
せ
ざ
る
を
得
な
い
場

合
が
多
い
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
確
か
に
そ
う
い
っ
た
例
は
多
い
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
編
纂
に
携
わ
る
専
任
教
員
も
問
題
を
抱
え
て
い
る
が
、
執
筆
を
下
支
え
す
る
職
務
を
担
う
人
々
は
も
っ
と
深
刻
な
状
況

に
置
か
れ
て
い
る
。
実
際
に
『
百
年
史
』
編
纂
に
携
わ
っ
た
佐
藤
能
丸
氏
は
、「
材
料
を
集
め
た
の
は
助
手
役
で
す
。
膨
大
な
材
料
を
つ

か
っ
て
先
生
方
が
執
筆
な
さ
る
。
お
そ
ら
く
自
前
の
資
料
で
お
書
き
に
な
っ
た
の
は
木
村
毅
先
生
だ
け
で
す
よ
。」（

（2
（

と
述
べ
て
い
る
よ
う

に
、
沿
革
史
編
纂
に
は
、
執
筆
者
以
外
に
多
く
の
人
間
が
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
業
務
は
多
岐
に
わ
た
る
。
本
務
で
多
忙
な
執
筆
者
に
代

わ
っ
て
種
々
の
業
務
に
従
事
す
る
事
務
局
内
で
雇
用
さ
れ
た
人
々
の
存
在
な
し
に
は
編
纂
は
進
ま
な
い
。
し
か
し
、
彼
ら
彼
女
ら
の
ほ
と

ん
ど
は
二
年
、
三
年
、
五
年
と
い
っ
た
任
期
制
で
の
雇
用
で
あ
り
、
ポ
ス
ト
の
問
題
も
あ
る
の
で
、
そ
こ
か
ら
正
規
の
教
職
員
へ
と
採
用

さ
れ
る
こ
と
も
あ
ま
り
な
い
。

『
百
五
十
年
史
』
の
「
編
集
後
記
」
を
読
む
と
、
助
教
、
助
手
、
常
勤
嘱
託
す
べ
て
が
任
期
付
で
あ
り
、
事
務
長
の
み
が
専
任
と
な
っ

て
い
る
。
そ
の
事
務
長
も
歴
代
人
数
が
五
人
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
単
純
に
割
る
と
在
任
期
間
は
二
年
も
な
い
。
実
際
に
編
集
の
基
礎
と

な
る
調
査
や
資
料
収
集
を
担
当
し
た
方
々
の
名
前
も
多
数
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
い
か
に
多
く
の
担
当
者
の
入
れ
替
わ
り
が

あ
っ
た
か
を
示
し
て
い
る
。「
継
続
性
」
が
問
題
と
な
る
の
も
む
べ
な
る
か
な
で
あ
る
。
こ
う
し
た
状
況
に
対
し
て
引
き
継
ぎ
を
き
ち
ん
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と
行
う
こ
と
で
改
善
を
目
指
す
の
で
は
な
く
、
長
期
間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
る
沿
革
史
編
纂
に
お
い
て
は
、
せ
め
て
、
編
纂
が
終
わ
る
ま

で
の
雇
用
を
担
保
す
る
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

も
ち
ろ
ん
任
期
付
の
人
材
雇
用
と
い
う
デ
リ
ケ
ー
ト
な
問
題
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
の
は
早
稲
田
大
学
に
限
っ
た
話
で
は
な
い
。
ま

た
、
こ
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
予
算
に
も
関
わ
っ
て
い
る
の
で
、
こ
の
間
、『
百
五
十
年
史
』
編
纂
に
関
わ
っ
て
い
る
方
々
の
な
か
で
は

繰
り
返
し
議
論
さ
れ
て
き
た
こ
と
も
『
早
稲
田
大
学
史
記
要
』
な
ど
に
記
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
早
稲
田
大
学
や
慶
應
義
塾
大
学
な
ど

の
著
名
な
大
学
で
行
わ
れ
る
沿
革
史
編
纂
の
あ
り
方
が
、
多
く
の
大
学
に
与
え
る
影
響
は
大
き
い
。
同
じ
私
立
大
学
の
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
、

そ
し
て
沿
革
史
編
纂
に
関
わ
る
身
で
あ
り
な
が
ら
、
他
力
本
願
で
非
常
に
情
け
な
い
話
で
は
あ
る
が
、
大
学
史
研
究
の
さ
ら
な
る
発
展
の

た
め
に
は
重
要
な
問
題
と
考
え
、
指
摘
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

お
わ
り
に
─
大
学
沿
革
史
の
編
纂
目
的
と
は
な
に
か
─

今
回
取
り
上
げ
た
『
百
五
十
年
史
』
は
今
後
も
第
二
巻
、
第
三
巻
と
編
纂
・
刊
行
が
続
い
て
い
く
。
そ
の
評
価
や
位
置
づ
け
は
こ
れ
か

ら
で
あ
り
、
こ
の
書
評
も
第
一
巻
の
み
を
読
ん
だ
評
者
の
私
的
か
つ
大
枠
な
感
想
で
し
か
な
い
。
前
述
し
た
よ
う
に
特
に
細
部
の
内
容
に

踏
み
込
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
も
、
紙
幅
の
関
係
上
と
は
い
え
、
評
者
の
力
量
不
足
で
あ
り
、
不
十
分
な
内
容
で
あ
る
点
は
お
許
し

を
乞
う
と
と
も
に
、
最
後
に
大
学
沿
革
史
の
意
義
に
つ
い
て
改
め
て
述
べ
、
本
稿
を
終
え
た
い
と
思
う
。

大
学
沿
革
史
は
誰
を
対
象
に
し
て
、
ど
の
よ
う
な
内
容
（
テ
ー
マ
の
選
択
や
叙
述
レ
ベ
ル
な
ど
を
含
め
て
）
に
す
れ
ば
良
い
の
か
。
専
修
大

学
の
沿
革
史
に
関
わ
る
評
者
に
と
っ
て
も
非
常
に
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
編
纂
の
目
的
に
つ
い
て
は
、
近
年
で
は
寺
﨑
昌
男
氏
に
よ
る

「
自
己
点
検
・
評
価
」
の
た
め
の
沿
革
史
編
纂
と
い
う
提
唱
が
浸
透
し
て
き
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
（
少
な
く
と
も
沿
革
史
編
纂
に
関
わ
る
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大
学
関
係
者
の
な
か
で
は
で
あ
る
が
）
が（

（2
（

、
ど
の
よ
う
な
目
的
・
形
態
に
し
た
と
し
て
も
、
全
て
の
人
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
大
学

沿
革
史
を
つ
く
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
沿
革
史
編
纂
に
携
わ
る
者
と
し
て
常
に
念
頭
に
置
い
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
問
題
で

あ
る
。
ど
ん
な
理
由
づ
け
を
し
て
も
、
外
部
か
ら
だ
け
で
な
く
、
内
部
か
ら
も
、「
そ
も
そ
も
必
要
な
の
か
」
と
い
う
意
見
が
絶
え
な
い

こ
と
も
事
実
だ
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
『
百
五
十
年
史
』
は
ど
の
よ
う
な
読
者
を
想
定
し
て
編
纂
し
た
の
だ
ろ
う
か
。
西
山
氏
は
書
評
講
演
の
な
か
で
「
ぜ
ひ
読

者
の
味
読
を
お
勧
め
す
る
」（

（2
（

と
述
べ
て
い
る
が
、
研
究
者
な
ら
と
も
か
く
、
一
般
の
読
者
（
在
学
生
・
卒
業
生
も
含
め
て
）
で
こ
の
分
量
を

「
味
読
」
や
「
熟
読
」
で
き
る
人
は
そ
う
い
な
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
も
『
百
五
十
年
史
』
を
こ
の
よ
う
な
形
で
編
纂
し
よ
う
と
し
た
理
由

と
し
て
真
辺
氏
は
「
質
の
問
題
」
を
挙
げ
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　

要
す
る
に
、
多
く
の
人
が
読
む
と
い
う
こ
と
は
、
面
白
く
、
そ
し
て
手
軽
な
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
す
け
ど
も
、
大
学
史
が

必
要
な
の
は
、
必
ず
し
も
そ
う
し
た
す
ぐ
読
む
、
た
く
さ
ん
読
ん
で
も
ら
う
た
め
と
い
う
だ
け
で
は
な
く
て
、
記
録
を
残
し
て
お
く
、
あ
る
い
は
整

理
し
て
お
く
と
い
う
こ
と
に
大
事
な
意
味
が
あ
る
わ
け
で
す（（2
（

。

早
稲
田
大
学
の
歴
史
を
未
来
に
繋
げ
て
い
く
。
こ
れ
が
『
百
五
十
年
史
』
の
目
的
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
あ
え
て
手
軽
な
読
み
物
に

せ
ず
、
質
の
高
い
記
録
に
し
た
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
沿
革
史
編
纂
に
関
わ
る
者
と
し
て
賛
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
編

纂
方
針
を
法
人
や
教
学
当
局
に
納
得
さ
せ
る
こ
と
が
い
か
に
大
変
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
容
易
に
想
像
で
き
る
。
比
較
的
、
財
務
に
余

裕
の
あ
っ
た
『
百
年
史
』
編
纂
時
代
と
『
百
五
十
年
史
』
編
纂
の
現
在
と
は
、
大
学
史
そ
の
も
の
に
対
す
る
捉
え
方
も
大
き
く
違
っ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

大
部
の
通
史
と
資
料
集
。
大
学
沿
革
史
編
纂
物
と
し
て
ど
ち
ら
を
選
択
し
て
も
一
般
向
け
で
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
大
学
の
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歴
史
を
未
来
に
伝
え
て
い
く
た
め
に
ど
ち
ら
も
重
要
な
仕
事
で
あ
る
。
予
算
が
付
き
に
く
い
大
学
沿
革
史
の
編
纂
で
あ
る
が
、「
百
年
」

「
百
五
十
年
」「
二
百
年
」
と
い
っ
た
大
き
な
節
目
に
つ
く
ら
れ
る
周
年
記
念
誌
と
い
う
位
置
づ
け
で
あ
れ
ば
、
あ
る
程
度
の
予
算
を
付
け

て
も
ら
い
や
す
い
の
も
事
実
で
あ
る
。
で
あ
る
な
ら
ば
、「
百
五
十
年
」
を
機
に
早
稲
田
大
学
が
大
部
の
通
史
を
、
ま
た
は
慶
應
義
塾
大

学
が
全
二
〇
巻
に
わ
た
る
資
料
集
を
編
纂
す
る
こ
と
は
、
他
大
学
に
と
っ
て
も
大
き
な
刺
激
と
な
り
、
今
後
の
大
学
史
研
究
の
発
展
に
繋

が
っ
て
い
く
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
大
部
の
沿
革
史
の
編
纂
は
、
内
部
に
お
け
る
資
料
収
集
の
重
要
性
を
高
め
、
さ
ら
な
る
研

究
を
進
め
て
い
く
こ
と
で
新
た
な
大
学
史
研
究
者
を
育
て
る
き
っ
か
け
の
一
つ
に
も
な
る
だ
ろ
う
。

し
か
し
、『
百
五
十
年
史
』
に
関
し
て
言
え
ば
、
第
一
巻
は
戦
前
ま
で
の
歴
史
を
取
り
扱
っ
て
い
る
た
め
、
新
た
な
知
見
が
加
わ
っ
て

い
る
も
の
の
、
基
本
的
に
は
こ
れ
ま
で
編
纂
し
て
き
た
沿
革
史
の
内
容
を
踏
襲
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
続
く
第
二
巻
、
第
三
巻
こ
そ
、
そ

の
真
価
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
す
で
に
そ
の
方
向
性
は
打
ち
出
さ
れ
て
い
る（

（2
（

が
、
多
く
の
大
学
史
関
係
者
同
様
、
評
者
も
そ
の
内
容

に
注
目
す
る
と
と
も
に
期
待
し
て
い
る
。

せ
と
ぐ
ち
・
り
ゅ
う
い
ち
（
専
修
大
学
大
学
史
資
料
室
室
長
）



� 188

註（
１
）	

小
林
和
幸
編
著
『〈
筑
摩
選
書0247

〉
東
京
10
大
学
の
１
５
０
年

史
』（
筑
摩
書
房　

二
〇
二
三
年
一
月
）
一
四
頁

（
２
）	
小
林
「
前
掲
書
」
の
帯
に
書
か
れ
た
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
か
ら
抜
粋

（
３
）	

小
林
「
前
掲
書
」
一
一
～
一
二
頁

（
４
）	http://w

w
w

.fm
c.keio.ac.jp/research/150project.htm

l

（
５
）	

清
家
篤
「
刊
行
の
辞
」（『
慶
応
義
塾
１
５
０
年
史
資
料
集
１　

基

礎
資
料
編
：
塾
員
塾
生
資
料
集
成
』
慶
応
義
塾　

二
〇
一
二
年
一
〇

月
）

（
６
）	

老
川
慶
喜
「「
立
教
史
研
究
」
の
到
達
点
」（『
立
教
学
院
百
五
十

年
史　

第
一
巻
』
立
教
大
学
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー　

二
〇
二
三

年
二
月
）
ⅴ
～
ⅵ
頁

（
７
）	

西
山
伸
「〔
講
演
会
記
録
〕「
頼
り
に
さ
れ
る
大
学
沿
革
史
」
へ
─
『
早

稲
田
大
学
百
五
十
年
史　

第
一
巻
』
を
読
ん
で
─
」（『
早
稲
田
大
学

史
記
要　

第
五
四
巻
』
早
稲
田
大
学
歴
史
館　

二
〇
二
三
年
三
月
）

（
８
）	

立
教
学
院
百
五
十
年
史
編
纂
委
員
会
編
『
立
教
学
院
百
五
十
年
史　

第
一
巻
』（
立
教
大
学
立
教
学
院
史
資
料
セ
ン
タ
ー　

二
〇
二
三
年

二
月
）。
こ
ち
ら
も
『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
と
同
様
、
全
三

巻
を
予
定
し
て
い
る
。

（
９
）	

湯
川
次
義
「『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
の
概
要
と
そ
こ
に
求

め
ら
れ
る
も
の
」（『
早
稲
田
大
学
史
記
要　

第
五
〇
号
』
早
稲
田
大

学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー　

二
〇
一
九
年
二
月
）
一
七
二
頁

（
10
）	

西
山
「
前
掲
論
文
」
一
五
八
頁

（
11
）	

「
座
談
会
「
百
年
史
」
か
ら
「
百
五
十
年
史
」
へ
」（『
早
稲
田
大
学

史
記
要　

第
四
三
号
』
早
稲
田
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー　

二
〇
一
二

年
二
月
）
九
三
頁

（
12
）	

真
辺
将
之
『
東
京
専
門
学
校
の
研
究
─
「
学
問
の
独
立
」
の
具
体

相
と
「
早
稲
田
憲
法
草
案
」』（
早
稲
田
大
学
出
版
部　

二
〇
一
〇
年

一
月
）
二
～
三
頁

（
13
）	

「
座
談
会
「
百
年
史
」
か
ら
「
百
五
十
年
史
」
へ
」
九
五
～
九
六
頁

（
14
）	

荻
野
富
士
夫
「
大
学
史
に
学
生
は
入
っ
て
い
る
か
─
『
小
樽
商
科

大
学
百
年
史
』
の
経
験
か
ら
─
」（『
早
稲
田
大
学
史
記
要　

第
五
二

号
』
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー　

二
〇
二
一
年
三
月
）

一
二
八
～
一
二
九
頁

（
15
）	

西
山
「
前
掲
論
文
」
一
六
二
～
一
六
三
頁

（
16
）	

西
山
「
前
掲
論
文
」
一
六
五
頁

（
17
）	

佐
藤
能
丸
『
大
学
文
化
史
─
理
念
・
学
生
・
街
─
』（
芙
蓉
書
房

出
版　

二
〇
〇
三
年
四
月
）
二
〇
頁

（
18
）	

真
辺
将
之
「
早
稲
田
大
学
に
お
け
る
編
纂
事
業
の
こ
れ
ま
で
と
こ

れ
か
ら
─
『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
に
む
け
て
─
」（『
早
稲

田
大
学
史
記
要　

第
四
七
号
』
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー　

二
〇
一
六
年
二
月
）
二
二
六
～
二
二
七
頁

（
19
）	

小
林
「
前
掲
書
」
二
四
〇
頁

（
20
）	

江
永
博
「『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
編
纂
実
務
の
経
過
と
課

題
」（『
早
稲
田
大
学
史
記
要　

第
五
四
巻
』
早
稲
田
大
学
歴
史
館　

二
〇
二
三
年
三
月
）
一
〇
九
頁

（
21
）	
小
林
「
前
掲
書
」
二
四
二
頁

（
22
）	

寺
﨑
昌
男
「
よ
り
よ
き
『
百
五
十
年
史
』
の
た
め
に
」（『
早
稲
田
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大
学
史
記
要　

第
五
〇
号
』
早
稲
田
大
学
大
学
史
資
料
セ
ン
タ
ー　

二
〇
一
九
年
二
月
）
二
一
五
～
二
一
六
頁

（
23
）	
「
座
談
会
「
百
年
史
」
か
ら
「
百
五
十
年
史
」
へ
」
九
二
頁

（
24
）	
寺
﨑
昌
男
氏
に
は
多
く
の
著
作
が
あ
り
、
こ
の
主
張
の
典
拠
を
す

べ
て
挙
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、『
大
学
自
ら
の
総
合
力
Ⅱ
─
大

学
再
生
へ
の
構
想
力
』（
東
信
堂　

二
〇
一
五
年
一
一
月
）
を
挙
げ

て
お
く
。

（
25
）	

西
山
「
前
掲
論
文
」
一
六
五
頁

（
26
）	

真
辺
将
之
「
早
稲
田
大
学
に
お
け
る
編
纂
事
業
の
こ
れ
ま
で
と
こ

れ
か
ら
─
『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
に
む
け
て
─
」
二
五
六
頁

（
27
）	

真
辺
将
之
「『
早
稲
田
大
学
百
五
十
年
史
』
第
二
巻
の
方
向
性
に

つ
い
て
」（『
早
稲
田
大
学
史
記
要　

第
五
四
巻
』
早
稲
田
大
学
歴
史

館　

二
〇
二
三
年
三
月
）




